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第16期 材料WGの活動報告

第17期定時総会 研究成果報告会
2025（令和7）年11月5日（水） 15時00分 ～16時50分 AP東京八重洲 12階Gルーム



中部地方整備局 ５月27日（日）実施
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第16期 材料WGの活動
１）技術開発研究

① 流域治水事業でRIRT開発の水防資材を提案しやすくする補助活動
⇒ 「三角水のう」「ハイブリッドパネル堤」「リバーテクノ水防シート」のNETIS登録作業を継続。
※ハイブリッドパネル堤：「ダイヤレビーパネル（三菱ケミカルインフラテック(株)）」登録完了

② ジオセル小WGによる製品説明
⇒ジオセル製品の使用実績・事例紹介、意見交換

③ 『防災・応急復旧、新素材製品説明会（R6.10.15）』
⇒減災WG、地盤WGを対象に防災・応急復旧技術への適用・開発に繋げる。

２）水防災新技術に関する研究
① 『 「群馬県（R.7.8.6）」「大泉町（R.7.9.3）」との意見交換会』

⇒流域治水（休泊川）における水害対策の取り組みに適用可能な水防災技術の活用事例等の紹介。

② 寒地土木研究所 公募共同研究での活動
⇒「越水発生から堤防決壊までの時間を引き延ばす水防工法に関する研究」で７社が参加し共同研究終了。

材料WGから (株)田中、太陽工業(株)が参加。
※国総研大規模堤防模型実験水路による実物大の水防シートの効果検証を実施。

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
⇒今年度は5月の総合水防演習に全国9ヶ所で展示・演習参加。
※効果的な展示内容や演習参加方法の検討、中部地整総合水防演習への演習項目の提案。
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① 流域治水事業でRIRT開発の水防資材を提案しやすくする補助活動

「三角水のう」「ハイブリッドパネル堤」「リバーテクノ水防シート」のNETIS登録作業の継続。

１）技術開発研究
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ハイブリッドパネル堤「ダイヤレビーパネル（三菱ｹﾐｶﾙｲﾝﾌﾗﾃｯｸ(株)）」の登録完了
登録年⽉⽇︓2025（R07）年2⽉21⽇

NETIS登録番号︓KT-240162-A
技術名称︓ハイブリッドパネル堤「ダイヤレビーパネル」

副題︓⼀定間隔に設置した⽀柱間にパネルをはめ込んで⽌水壁を構築し、河岸などから
の越水を防⽌する可搬式の特殊堤防（モバイルレビー）

ダイヤレビーパネル設置状況 パネル外観写真

① 流域治水事業でRIRT開発の水防資材を提案しやすくする補助活動
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② ジオセル小WGによる製品説明 《小さな樹脂製セル》

2024(R6).10.08減災害WG・10.09地盤WGへのジオセル適⽤事例の紹介
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② ジオセル小WGによる製品説明 《大きな樹脂製セル》
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② ジオセル小WGによる製品説明 《大きな鋼製セル》
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③ 『防災・応急復旧、新素材説明会（R6.10.15）』

 減災WG、地盤WGを対象に防災・応急復旧技術への
適用・開発に繋げる。
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① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』

流域治水（休泊川）における水害対策の取り組みに適用可能な水防災技術の活用事例等の
紹介。

２）水防災新技術に関する研究

 休泊川流域水害対策後でも吉田地区（周辺標高より-1.5m）の床上浸水を解消するため、
4,600m3相当を貯留させる必要あり。
⇒大泉町公民館グラウンドに地下貯留施設の整備を想定

・事業費4億4千万円程度（地下貯留施設と導水管400m含む）
・地下貯留施設設置用地は吉田地区より高い位置になる（地盤と逆勾配）

※提案① 地下貯留施設を吉田地区周辺の公用地に小規模分散し、既往の排水施設を利用した貯留対策
を検討（高額費用の導水管を施工しない。分散は経費増？）

※提案② 三角水のうによる仮設貯水プールの設置（設置場所とポンプ能力が課題）

※提案③ モバイルレビーによる吉田地区周辺での導水対策により浸水域への流入を減らす（雨水、内水
の流入経路の把握困難）。

大泉町との意見交換
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① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』
 提案① 地下貯留施設を吉田地区周辺の公用地に小規模分散し、既往の排水施設を利用した貯留対策を

検討（高額費用の導水管を施工しない。分散は経費増？）。
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① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』
提案② 三角水のうによる仮設貯水プールの設置（設置場所とポンプ能力が課題）
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リバーテクノレビー ハイブリッドパネル堤 適用事例

① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』
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会員企業水防資材他 製品紹介など

① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』
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応急復旧・本復旧

① 『 「群馬県（R7.8.6）」「大泉町（R7.9.3）」との意見交換会』
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② 寒地土木研究所 公募共同研究での活動 研究期間︓2022(R4)年5⽉〜2023(R5)年10
⽉ 「越水発生から堤防決壊までの時間を引き延ばす水防工法（シート被覆工）に関する研究」で７社が共同

研究実施。材料WGからは (株)田中、太陽工業(株)が参加。現在、共同研究報告書（案R6.9）の「最終版」
取りまとめ中（R7.3完成予定）。
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 共同研究後の成果適⽤。
⇒(株)⽥中︓リバーテクノ水防シートに関する技術情報・NETIS登録申請内容へ反映。
⇒太陽工業(株)︓つくば国総研 ⼤規模堤防模型実験水路での実物⼤の水防シート「太陽工業製」

の効果検証（越流水深30cm、3時間）を実施。

② 寒地土木研究所 公募共同研究での活動



令和７年度総合水防演習 一覧

1 5/11（日）
9:30~11:40

九州 川内川河川国道事務所 川内川総合水防演習 ⿅児島県薩摩川内市⻄開聞町向⽥地先（川内川10k500
付近河川敷）「センノオト（九電施設）」 〇 送風 標準A-50 1基

2 5/17（土）
8:30~13:30

関東 下館河川事務所 利根川水系連合・総合水防演習 栃⽊県宇都宮市道場宿地先（⻤怒川左岸78k柳⽥⼤橋下
流）「道場宿緑地公園」 〇

3 5/18（日）
9:00~11:00

四国 ⼤洲河川国道事務所 肱川総合水防演習 愛媛県⼤洲市若宮地先（肱川右岸河川敷） 〇 注水
大型A-80 2基

デルタパネル 1式

4
5/24（土）
9:30~12:00

近畿 淀川河川事務所 淀川水防・⼤阪府地域防災総合演習
⼤阪府⼤阪市旭区太子橋１丁目地先
淀川左岸河川敷（ 豊里⼤橋下流） 〇 送風 標準A-50 1基

5
5/24（土）
9:30~11:30

中国 浜⽥河川国道事務所 高津川総合水防演習
島根県益⽥市高津地先（鴨島⼤橋左岸下流⻄側）

「高津川左岸河川敷」 〇

6
5/25（日）
8:00~14:00

東北 湯沢河川国道事務所 雄物川総合水防演習
秋⽥県⼤仙市小貫高畑地先

「⼤曲花火⼤橋」下流右岸河川敷 〇

7 5/25（日）
9:00~11:00

中部 ⽊曽川上流河川事務所 ⽊曽三川連合総合水防演習 岐⾩県岐⾩市⻑良雄総地先
「リバーパークおぶさ」 〇 注水 標準A-50 1基

8 5/31（日）
9:00~13:00

北海道 旭川開発建設部 石狩川水系忠別川総合水防演習 北海道旭川市東光27条8丁目地先
「旭川市総合防災センター」 〇 注水 標準A-50 1基

9 5/31（日）
9:00~13:00

北陸 高⽥河川国道事務所 姫川・関川総合水防演習 新潟県糸魚川市 〇

展示 演習 備考No. 日程 地区 管轄事務所 演習名 開催場所
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全国9箇所に参加（展示9箇所、演習5箇所） １

川内川水防協力会

３

大洲市消防団

３
肱川流域の環境と治水を

考える住民ﾈｯﾄﾜｰｸ 水防班

４

ﾘﾊﾞｰﾃｸﾉ研究会

羽島市水防団

７６

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動

８
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 演習の三角水のうは、A-50(適⽤水深50cm)が良い。
・A-50（1基6m、2500L注水約5分 500L/分）だが、A-80（1基4m、4400L注水

約9分 500L/分）必要。
⇒肱川総合水防演習では、A-80(H=1.0m程度) 2基連結させ注水（8800L約18分）。隣り合

う積み土のう工(H=50cm程度)と設置時間のみ比較されるのと、水の準備などの手間や設置
に時間がかかる工法と誤った認識を持たれてしまう。

⇒三角水のうは、少人数で迅速設置。

演習

土のうは準備されているので
人海戦術で積み上げるだけ。

ｽﾄﾚｰﾅｰより下は死に水

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
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 ⼤洲河川国道事務所より、地元団体（肱川流域の環境と治水を考える住⺠ﾈｯﾄﾜｰｸ）に太陽工業HP
掲載の「デルタパネル」を使って演習をさせたい（内水対策）と連絡あり（当初は設置後の湛水も
要望されていた）。
⇒製品貸与と総合リハーサル時に設置指導対応（演習時もサポート）。
⇒住⺠のみで間⼝2mの出入⼝を対象とした浸水防⽌製品を約5分で設置完了。

演習

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
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リバーテクノレビー等水防技術の普及・広報活動として参加する総合水防演習では、効果的な展示
内容や演習参加方法についての方策に取り組みました。

 展示内容の⾒直し︓古い情報のパネルは情報更新したタペストリーに変更。
 模型の充実︓⼤きすぎる⼤型A-80より標準A-50でテント内に入る3m⻑を製作。

水が入っている状況が分かる水のう模型（側面⼀部透明）を製作。
セメント封入布の展示

展示

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
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各総合水防演習場では、演習会場と展示会場が離れていたり、
駐⾞場入⼝→演習会場出入⼝→演習会場→展示ブース（最奥）など、

動線が悪いと感じられる配置があり、展示ブースへの参加者の⽴ち寄りが悪くなるようなものもあり
ました。

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
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中部地整「令和7年度 木曽三川連合総合水防演習」にリバーテクノ研究会材料WG会員企業製品に
よる実践的な水防演習項目（5項目）の提案を⾏いました（2025年1⽉）。

⇒水防演習項目として採用にはなりませんでした。

③ リバーテクノレビー等水防技術の普及・工法活動
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ご清聴ありがとうございました

一般社団法人 リバーテクノ研究会
材料WG


